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1 まえがき 

スマートフォンをはじめとする移動通信分野で LTE(Long Term 

Evolution)が普及している。近年，さらなる通信の高速化と大容量

化の要求に応え，CA(Carrier Aggregation)によって安定した高

速通信を可能にした LTE-Advanced(3GPP Release 10)が普及さ

れ始めている。 

LTE UE(User Equipment：移動通信端末)用のチップセット開発

やプロトコル開発向けの基地局シミュレータとしてMD8430Aシグナリ

ングテスタが商品化されているが，この MD8430A に対しても

LTE-Advancedに対応するための，さらなる機能拡張が要求された。 

（1） CA(Carrier Aggregation)試験への対応 

・ CC(Component Carrier)数増加への対応 

・ MIMO(Multiple-Input and Multiple-Output)の高次

化への対応 

（2） 高スループット化への対応 

本稿では LTE-Advanced 試験のために，本開発で実現した機

能およびその実現手段について解説する。 

2 開発方針 

プロトコル開発には，LTE-Advanced 機能を備えた疑似的な基

地局装置が必要とされ，チップセット開発には，CC 数の増加や

MIMO の高次化への対応のほかに空間伝搬路を模擬するフェー

ジング機能が必要とされる。 

それらを考慮し，MD8430A の LTE-Advanced 用機能開発の

重点方針を以下とした。 

・ CC 数増加への対応 

・ MIMO の高次化への対応 

・ 高スループット化への対応 

・ CA Mobility への対応 

・ 疑似空間伝搬路（フェージング機能）の対応 

本開発では，CC 数を 4，スループットを 600 Mbps とし，近い将

来予想されるさらなる CC 数増加，スループット増加（1 Gbps など）

に対応可能なハードウェア設計を行うことを目標とした。図 1 に

MD8430A のシステム構成例を示す。 

 

図 1 シグナリングテスタのシステム構成例 
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［要  旨］ 3GPP(The 3rd Generation Partnership Project)で標準化された移動通信システムである LTE(Long 
Term Evolution)が広く普及されている中，急激に増加している通信量に対応するために LTE をさらに高速

化した LTE-Advanced の採用が進んでいる。MD8430A は，LTE に対応した端末やチップセットの開発，プロト

コル開発，および無線信号やデータ通信の性能検証に不可欠な試験環境を提供する基地局シミュレータであ

る。本開発では，Carrier Aggregation Mobility や MIMO(Multiple-Input and Multiple-Output)の高次

化等の LTE-Advanced で必要とされる機能を拡充した。 
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3 LTE-Advanced 機能 

3.1 Carrier Aggregation 

LTE の通信方式との互換性を保ちつつ，さらなる広帯域化（最

大 100 MHz）を行うことを目的として，LTE-Advanced において

CA 機能が追加された。CA 機能は，CC と呼ばれる既存 LTE の周

波数単位を最大 5CCs まで束ねることにより広帯域化を実現する技

術である。これらの機能により，E-UTRAN(Evolved Universal 

Terrestrial Radio Access Network)基地局，UE それぞれが，

LTE との接続互換性を維持したままさらなる高速化を実現すること

が可能となる。 

また，CA 機能を基に以下の機能が拡張，追加された。 

・ Timing Advance Groups 

・ Different UL/DL configuration for TDD inter-band carrier 

aggregation 

・ TDD-FDD Joint Operation including Carrier Aggregation 

(TDD-FDD CA) 

DL: Downlink 

UL: Uplink 

FDD: Frequency Division Duplex 

TDD: Time Division Duplex 

図 2 に LTE-Advanced の Layer2 構成を示す。 

 

図 2 Layer2 Structure for DL with CA configured in 3GPP 

TS36.300 Figure 6.4-11) 

3.2 MIMO 

CA と並行して LTE-Advanced では MIMO の高次化，有効活

用するための技術が追加されている。具体的に以下のような技術

が追加定義された。 

・ Multi-antenna transmission with up to 8 antenna ports 

・ Single User MIMO(SU-MIMO) 

・ Multi User MIMO(MU-MIMO) 

・ CoMP(Co-ordinated Multi-Point Transmission) 

・ CSI(Channel State Information)reference signal 

・ Downlink 256QAM(Quadrature Amplitude Modulation) 

これらの技術によって，LTE-Advanced は LTE と比較して周波

数当たりのピーク伝送効率が約 2 倍に増加した。 

3.3 UE category 

3GPP Release 12 では，CA や高次 MIMO 機能の拡張による

伝送速度の増加に伴い，最大通信速度によって規定される表 1 や

表 2 のような UE DL Category および UE UL Category が新た

に定義される。2) 

MD8430Aではこれらのうち，UE DL Category 12(DL 600 Mbps)

および UE UL Category 13(UL 150 Mbps)まで対応した。 

表 1 代表的な UE DL category 

UE DL category 変調方式 DL 通信速度 

DL Category 6 64QAM DL 300 Mbps 

DL Category 9 64QAM DL 450 Mbps 

DL Category 11/12 64QAM または

256QAM 
DL 600 Mbps 

DL Category 15 64QAM または

256QAM 
DL 750 Mbps～800 Mbps 

DL Category 16 256QAM DL 970 Mbps～1050 Mbps

 

表 2 代表的な UE UL category 

UE UL category 変調方式 UL 通信速度 

UL Category 3 16QAM UL 50 Mbps 

UL Category 5 64QAM UL 75 Mbps 

UL Category 7 16QAM UL 100 Mbps 

UL Category 13 64QAM UL 150 Mbps 

4 ハードウェアシステム設計 

初期開発目標である 4CCs，600 Mbps のスループットを達成し，

近い将来予想されるさらなる CC 数増加，スループット増加（1 Gbps

など）に対応可能なハードウェアとするために，以下を実施した。 

・ 最新のプロセスを用いた大規模 FPGA(Field-Programmable 

Ggate Array)を業界に先駆けて採用することで将来の拡張性を

確保した。 

・ U-Plane 用の 1000BASE-T Ethernet ポートを 2 ポート搭載するこ

とで，1 Gbps 超の U-Plane パケット帯域を実現可能な構成とした。 
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・ 従来，別々の FPGA に配置していた機能ブロックを大規模

FPGA 上にそのまま流用し，互換性を確保した。 

・ DSP(Digital Signal Processor)と FPGA 間の Interface として，

PCIeGen2(2)を新規採用し，データ転送帯域を確保した。 

・ U-Plane のデータ経路を DSP から FPGA に変更することにより

データのスループットを向上した（5 章参照）。 

・ 高位合成の最新ツールを業界に先駆けて採用した。 

・ RF 入出力数拡張の実現のため，LVDS Cable 用 Interface を

採用し筐体連動に対応した（図 3）。 

 

図 3 2 筐体連動構成例(DL：8RF/UL：4RF) 

5 ソフトウェアシステム設計 

5.1 PHY Layer 

PHY(Physical)Layer においては，LTE-Advanced 機能の CC

数増加への対応，MIMO の高次化への対応に当たり処理時間の

短縮が課題となる。この課題の解決と将来的な拡張性を考慮し，マ

ルチコア DSP を増設し，処理を並列化することで，処理時間の短

縮を実現した。PHY Layer の DSP 構成を図 4 に示す。 

マルチコア DSP では各コアに一つの Cell の送信制御を割り当

て，処理を並列化させている。処理の並列化により，CA 機能拡張

で CC 数を増やすことが容易となる構成とした。 

 

図 4 PHY Layer 処理構成 

5.2 MAC Layer 

MAC(Medium Access Control)Layer においては，CC 数増加，

MIMO の高次化，Carrier Aggregation Mobility に対応した。 

改良する以前の MD8430A では，DL-SCH(Downlink Shared 

Channel)や UL-SCH(Uplink Shared Channel)のデータ処理を

DSP で行っており，通信速度の増大がそのまま処理時間の増大に

つながっていた。そのため，これらのデータ処理を FPGA で行うこ

とで，処理の高速化を図った。一方でスケジューリングに関連する

処理(MAC Scheduler)については，従来同様 DSP で行っている。

この構成を図 5 に示す。これにより，規格の追加や変更に柔軟に

対応できる構成を維持しつつ，LTE-Advancedの伝送速度の増大

に対応することができ，4 layers までの MIMO(84 MIMO，44 

MIMO)と最大 4CCs を実現した。 

また，3GPP Release 9以前の1CCで提供してきたスケジュール

を含む PHY Layer と MAC Layer の設定を CA 時のそれぞれの

CC に対して実現可能とした。さらに，Primary Cell と Secondary 

Cell を試験の途中で変更することを可能とし，さまざまな CA 時の

Mobility 試験に柔軟に対応できるようにした。 
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図 5 MAC Layer 処理構成 

5.3 RLC Layer 

RLC(Radio Link Control)Layer においては，高スループット

化に対応した。 

CC 数が 2CCs，3CCs に増えると，RLC で処理するデータ量も 2

倍，3 倍に増える。増大するデータ処理の対策として MAC Layer

と同様にデータ処理を FPGA で行った。 

FPGA は大量のデータを扱うのに適しているが，複雑な条件判

定処理(RLC Scheduler)については，パフォーマンスに悪い影響

を与えることがあるため，従来同様 DSP で処理している。この構成

を図 6 に示す。 

例えば，図 6 の SDU(Service Data Unit)reassembly につい

ては，DSP が FPGA から受信データのヘッダ情報を受け取り，そ

の情報から受信データの Reassemble 処理命令を作成し FPGA

に指示している。 

 

図 6 RLC Layer 処理構成 

5.4 Gateway/PDCP Layer 

Gateway/PDCP(Packet Data Convergence Protocol)Layer

においては，高スループット化に対応した。 

改良する以前の MD8430A は 3GPP Release 8 で定義された

UE Category 4 までの対応であったが，UE DL Category 12 お

よび UE UL Category 13 まで対応するには Gateway/PDCP 処

理部として，スループットと 1TTI(Transmission Time Interval)

に処理可能な packet 数の向上が求められた。この課題に対しては，

複数の処理の並列実行を可能とするため，MAC/RLC Layer と同

様に，改良前の MD8430A では DSP で行っていた処理を FPGA

で処理するようにした。Gateway/PDCP 処理部のソフトウェアと

FPGA の主要機能ブロックを図 7 に示す。 
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図 7 Gateway/PDCP Layer 処理構成 

改良する以前の MD8430A では Gateway/PDCP のすべての

処理をDSPにより行っていたが，ほぼすべての処理をFPGAで行

うようにした，これにより処理ブロック単位で並列動作を可能とし，高

速化に対応した。 

表 3 に示すとおり，改良する以前の MD8430A と比較して本開

発のMD8430Aはスループットと処理 packet数を大幅に向上する

ことができた。 

表 3 改良する以前のMD8430Aと本開発によるMD8430Aの性能比較表 

 
改良する以前の

MD8430A 
本開発による 

MD8430A 

UE Category Category 4 
DL Category 12 / 
UL Category 13 

DL 最大スループット 150 Mbps 600 Mbps 

UL 最大スループット 50 Mbps 150 Mbps 

1TTI で処理可能な 
DL packet 最大数 

20 packet/ms 100 packet/ms 

6 フェージング機能 

LVDS Cable 用 Interface を使用し，MD8430A を 2 台連動す

ることにより，フェージング機能の対応を実現した。 

3GPP の測定規格で定義される伝搬路モデルのうち，従来機の

MF6900A フェージングシミュレータでは対応していない

44MIMO，82MIMO，および 84MIMO といった高次 MIMO

のマルチパスフェージング伝搬路モデルへ対応した。フェージング

シミュレータ機能対応はソフトウェアと FPGA により構成される

MD8430A の柔軟な構造を活かすことで実現し，図 1 のように

MD8430A を 2 台使用することで高次 MIMO のフェージング環境

を実現した。 

MD8430Aの 2 台連動によるフェージング機能では，MF6900A

との互換性を維持しながら以下の機能を実現している。 

表 4 フェージング機能対応表 

主なフェージング機能 MF6900A MD8430A Fader 

22MIMO 2 Cell 6 Cell 

42MIMO 1 Cell 3 Cell 

44MIMO 対応なし 3 Cell 

82MIMO 対応なし 1 Cell 

84MIMO 対応なし 1 Cell 

7 むすび 

移動通信オペレータによる LTE-Advanced のサービス展開に

先駆け，UEチップセットやプロトコル開発に貢献すべくMD8430A

の機能を拡充した。 

MD8430A は，複雑な信号処理や，高いパフォーマンスが要求

されるLTEやLTE-Advancedの技術検証に不可欠な試験ツール

として，世界の主要なチップセットベンダーや端末ベンダーに採用

されている。また，コンフォーマンス試験や，事業者受け入れ検証

向けのシステムを実現するための主要コンポーネントとしても利用さ

れており，サービス品質の向上に貢献している。移動体通信システ

ムは，さらなるデータ速度の高速化や，ネットワーク容量の拡大に

向けた仕様の標準化が進められている。アンリツは，今後も，新た

な技術の検証に必要なソリューションを提供し，移動体通信システ

ムの進化と発展に貢献していく。 

 

  

FPGA DSP 

RoHC 
Compression / 
Decompression 

DL packet 
Filtering 

Sequence 
numbering

In order 
delivery 

from RLC to RLC 

from Ether port to Ether port

DL U-plane

UL U-plane 

Ciphering

Add  
PDCP Header 

Remove 
 PDCP Header

Deciphering

G
a

te
w

a
y 

P
D

C
P

 

UL packet 
Routing 

87



アンリツテクニカル No. 91 Mar. 2016       (6) LTE-Advanced の検証に貢献する MD8430A の開発 

参考文献 

1） 3GPP TS 36.300: "Evolved Universal Terrestrial Radio Access 

(E-UTRA) and Evolved Universal Terrestrial Radio Access 

Network (E-UTRAN); Overall description; Stage 2". 

2） 3GPP TS 36.306: "Evolved Universal Terrestrial Radio Access 

(E-UTRA); User Equipment (UE) radio access capabilities". 

 

執筆者 

 

樋 詰 昌 樹  
計測事業グループ 
R＆D 本部 
第 2 商品開発部 

 

今 野 秀 則  
計測事業グループ 
R＆D 本部 
第 2 商品開発部 

 

宮 崎 寿 郎  
計測事業グループ 
R＆D 本部 
第 2 商品開発部 

 

佐々木理人 
計測事業グループ 
R＆D 本部 
第 2 商品開発部 

 

櫻井勝夫 
計測事業グループ 
R＆D 本部 
第 2 商品開発部 

 

若狭聡史 
計測事業グループ 
R＆D 本部 
第 2 商品開発部 

 

瀬川真一 
計測事業グループ 
R＆D 本部 
第 2 商品開発部 

 

藤原智之 
計測事業グループ 
R＆D 本部 
第 2 商品開発部 

 

酒井祐二 
アンリツエンジニアリング㈱ 
第一事業本部 
プロトコル技術部 

 

公知

88



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




